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ITCZ波動と台風の生成
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　1』はじめに

　GMS「ひまわり」の画像から，ITCZの波動が顕著に

発達し・台風7918（ROGER）と台風7919（SARAH）

が生成した過程を示す．

　下層850mb面の風の場を示し，顕著な低気圧性のう

ず度場が，ITCZ波動に対応し，うず度の極値で台風が

発生し，雲バンドは比較的強風であるうず度零線の近傍

に見られたことを示す．ITCZの北を西進する上層の正

うず度を持つじょう乱に対応して下層に正うず度が見ら

れITCZじょう乱の発達に寄与する可能性のあること

を示す．

　2・皿CZ波動の様相

　ここに述べるITCZ波動とは口絵写真1に示すよう

に，フィリピン上空と日本のはるか南で雲パターソが

北に鋭くふくらんで逆“V”の型で見られるような様相

としてとらえることができる。これを波動と見ると約

2000kmの波長である．波動の北の頂点の南西に熱帯低

気圧に伴う対流雲クラスターがみられる．フィリピソ南

西海上のクラスターは台風（7919）SARAHのTD
（Tropica1Depression，以下TDと記す）期に対応す

る．また，日本の南12。N，135。E付近のクラスターは

台風（7918）ROGERのTD期である．波状のITCZ
雲パンドは・個々のTDの南西側から東に廻るいわゆ

る反時計回転性の部分が比較的顕著である．18。N，

170。E付近にはかすかな雲域があって，この雲域に応答

するかのようにITCZが北へ伸び出している．（前者が

先駆的でITCZの北への伸び出しは時間的に後で起る

ようである．）

3・皿CZ波動と台風の形成の過程

台風を発生させたITCZ雲バンドの波状性の形成過

＊Nobuyoshi　Shimizu，気象衛星セソター解析課

1980年9月

程を示す．

　写真2－1は，9月28日00Zの赤外写真で台風7916

0WEN④があり，この東には中高緯度の中部太平洋ト

ラフから流れ出した上空の寒気核に対応している雲域⑧

と◎が波状を呈し，ムービー観察から，ともに低気圧性

の回転をしている．ITCZのクラスター◎，⑤，⑪，◎は

約2000kmの間隔で存在しているが，個・々のクラスタ

ーが南北に向いており，特に⑪と◎は擾乱⑧と◎にそれ

ぞれ呼応しているように見える．写真2－2は24時間後の

写真で擾乱⑧は南北の雲バンドとして日本付近の中緯度

擾乱に流れ込んでいる．◎の南方では雲量が増し，◎付

近では積乱雲クラスターが巨大化している．イソドシナ

半島にあった雲域◎は東進し，雲域⑤に接近している．

雲域⑪の北部は雲バンド⑧に接近し，南部は東進し◎に

併合されつつある．24時間後の写真2－3では，雲域⑧が

姿を消しつつあり，◎はゆっくり西進し，◎は①付近に

達し，①の南西には雲バソドが顕著に発達した．東進し

た◎はフィリピソ南西海上にあり，⑪と①付近では雲・ミ

ソドが北に凸の様相となり，やや低気圧性の曲率をもっ

て・波状になった．写真2－4では⑪の南西にうず状の雲

域①が形成された（雲域◎に対応すると見られる）．①

付近はますます北にふくらみ，その西方に雲域⑭が形成

されつつある．ムービー観察によれば，雲域⑭と①はこ

のときともに低気圧性の回転を示し，ともにTDとな

った．⑭は，4日06Zに台風18号ROGERとなり，

①はほぼこのパターンが続いていたが7日00Zに台

風19号SARAHになった．⑭付近にはかすかな絹雲が

あって，その南東の①付近でITCZ雲バンドが北にふ

くらみ，⑪～①～①にそって雲バソドの波状性がみられ

る．

　第1図は，従来の地上・高層観測資料と軌道衛星の温

度データおよび静止衛星の風データを最適内挿と変分法

によって調節するShimizu・Suzuki（1978）の客観解析

を，清水（1980）が改良して解析した850mb面の流線
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第1図　ITCZ波の発達時における850mb面の流線，1979年10月2日00Z．
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第3図　ITCZ波の発達時における250mb面の相対うず度（単位10－6sec－1），1979年10月2日OOZ．

◎

●

図で写真1に対応する．2つの熱低付近で流線は顕著に

湾曲し，北に弱い東風，南にやや強い西風が見られる．こ

れら①⑭を含む領域の西側では，大陸起源の吹き出しを

含めて北よりの風である．東側では西風と東風が合流し

て強い南よりの風の場になっている．ボルネオ島の北で

は南と北からの合流が顕著で活発な対流雲域に対応して

いる．ニューギニア島の北東付近では，西風と東風が合

流するが風速は弱い．この海域に台風7920TIPになっ

たTDが3日後に発生した。第2図は850mbの相対う

ず度である．写真1と重ね合わせてみると，波状の雲バ

ソドは相対うず度の零線の近傍にあり，①⑭の南側では

西よりの風の強いところに，⑭の東側では強い南風にほ

ぼ一致して，幾分低圧側に位置する．うず度の極大域は

波状の雲バンドの内側にあり，この位置は解析精度の範

囲内でTDとほぼ一致する．第3図は，同時刻の250mb

面の相対うず度を示している．注目したいのは，15。N，

1650E付近の正のうず度域である．このうず度は写真

2－4に見られる雲域㊧に対応する．第2図では，10。N，

168。E付近の正のうず度がITCZのふくらみの頂点の

南西にあって上層のうず度と対応している．ムービー観

察を参考にするとこの上下のうず度は関連していると思

1980年9月

われ，高度とともに北北西の方向に300km／600mb程

度の傾斜角でうず管が傾いていたと見られる．この下層

のうず度は西進して，3日後5。N，1550E付近に流れて

TDとなった（後の台風7920TIP）．上層のうずは

TDが発生し，台風になる（6日06Z）あたりから北西

向きに進行し低気圧性回転が強まってきたTDと離れ

ていった．

　4．考察

　偏東風波動はRieh1（1945）によって詳しく調べられ

た．20。E帯で最も振幅が大であり，　トラフ軸の東また

は南東で対流雲が活発である．彼はこの波動は赤道付近

まで影響を与えることを示唆した．また，偏東風波動は

上空に寒気を持つ擾乱としてとらえられた．台風の発生

の解析において，Yanai（1961）は700mb面で寒気核

が初期の波動段階で存在していたことを報告している．

Sadler（1976）は上層の低気圧性回転を示す擾乱（cold

core　typeのじょう乱）がITCZ上のじょう乱の発達

に寄与すると述べている．rひまわり」で観測される

cold　core型のじょう乱が確かに寒気核を有しているこ

とをShimamura・Watanbabe（1978）はWake島の資

57
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帯低気圧をともなって発生したITCZ波
のモデル（Agee，1972）・

料により明らかにした．第2図と第3図で，擾乱⑭と①

（写真2－4参照）に伴う上下のうず度の対応は，コール

ドコア型のじょう乱（あるいは偏東風波動）とITCZの

じょう乱が関係していることを示すものである．偏東風

波動とITCZ雲バンドの関連性については，Frank

（1969）が偏東風波動によって第4図に示すようなITCZ

雲バンドが北へふくらむことを報告している．写真2－1

から2－4の中でじょう乱⑧と◎はFrankの逆Vのパタ

ーンと似ている．上層コールドコアじょう乱◎は写真

2－4における①付近の雲・ミソドの振幅増大に寄与してい

ると考えられる．Agee（1972）は，ITCZ波動の北と

南で風の東西成分の速度差を指摘し，波動の形成に低気

圧性の水平シアーが重要であることを強調した．第5図

は彼が示したモデルである．第1図と第2図にはAgee

のいう低気圧性シアーがもっと顕著な形で見られる．同

時に西よりの風が写真1のITCZ　じょう乱の生成につ

いて顕著であることを示している．Depperman（1947）

もフィリピン付近の西よりの風を強調した解析例を報告

している．Ageeは波砕によって熱帯低気圧ができると

したが，中村（1980）は彼の見解を否定して，周辺の雲

パターンの循環の強化によると主張している．写真2－4

と写真1で顕著なことは，写真2－4のTDに伴うクラス

ター⑭と南西の雲・ミンドが24時間後の写真1において接

近していることである．この後⑭の南西からの雲バンド

は⑭と併合し⑭の東側の対流雲は⑭に併合しなかった．

したがって，この場合においてはTD⑭の雲域として

の発達は波砕によるものとは言い難い．

　時間スケールと水平スケールは写真1の現象の約10分

の1であるが，北陸の里雪時に見られるうず状エコーの

様相（例えば，Shimizu・Uchida，1974）が極めて写真

1に相似している．ある間隔をおいて存在する正のうず

度場の南に西よりの流れの場が存在している点で相似で

あるように見える．
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　5．結論

　大西洋で報告された波動性の擾乱が，太平洋において・

も観測される．波動の発達の程度においては大西洋のそ

れより顕著である・ITCZ波動の北東で東風，南側で西

よりの風が顕著であること，またITCZ雲・ミソドの波

はほぼ下層の相対うず度の零線に対応していて，うず度

の正の極大域が台風発生域と対応する．上空の正のうず

（低気圧性の回転をする上層雲）に対して，南のITCZ

雲バルドが北にふくらんでITCZ雲パソドの波状の振

幅が増大する．かつ，上空の正うずと下層の正うずが，

少くとも初期の段階においては連結し七いる可能性があ

る．

　また，ITCZの雲バソドは正うず度の場の南に西より

の風の場が存在するとき顕著な波状を呈すると見られ

る．
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Intemational　Association　of　Meteorology　and　Atmospheric　Physics（IAMAP）

D

●

（開催場所）西独ハンブルグ市のCongress

　　　　　　Centrum　Hamburg

（トピック）

1．The　Role　of　the　Oceans　and　Volcanoes　in

　Atmospheric　Chemistry

2．Special　Symposium　on　Nucleation

3．NOWCASTING：Mesoscale　Observations　and

　Short－Range　Prediction

4・Dynamicsσf　the　General　Circulation，Part皿：

　The　Tropics．FGGE　results　could　be　included

　here（NOTE：Part　I　on　the　Mid－Latitudes

　will　take　place　earlier，at　the　University　of

　Reading，as　described　in“Related　Meetings　of

　1981．”）

5．Boundary－Layer　Dynamics　and　Air－sea　Interac－

　tion

6．Radiation　Trans蝕in　the　Oceans　and　Remote

　Sensing　of　Ocean　Properties

7．Use　of　Lasers　fbr　Studies　in　the　Stratosphere

1980年9月

　　and　Troposphere

8．The　Solar　Constant　and　the　Special　Distribu－

　　tion　of　the　Solar　Energy

9．The　Evolution　of　the　Atmospheres　of　the　Terre一．

　　strial　Plane的

10．Climatic　Fluctuations　and　Relations　to　the　Tro－

　　pical　Atlantic

　　Climatic　Variations　of　the　Past1，000years

　　Urban　and　Regional　Climates（including　an－

　　thropogenic　inHuences）

13．Status　of　Data　Bases　and　Techniques　fbr　One－

　　and　Three－month　Forecasts

14．Field　Experiments　on　Convective　Storms

15。Middle　Atmospheric　Sciences　Symposium

11．

12．

出席等についての間い合せ先：

〒606京都市左京区北白川追分町

　　　京都大学理学部地球物理学教室

山元竜三郎
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